
　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は

２
１
３
億
９
，１
０
８
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
16
億
１
９
８
万
６
千
円
の
減
、
歳

出
総
額
は
２
０
６
億
８
，６
３
０
万
７
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
14
億
７
，９
３
４

万
３
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

い
た
収
支
は
、
７
億
４
７
７
万
３
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
一
般
的
な
行
政
運
営
を
ま
か
な
う
一

般
会
計
で
は
、
歳
入
が
１
３
９
億
７
，４
８
２
万
９
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

12
億
２
，３
０
３
万
円
の
減
（
８
．０
％
減
）、
歳
出
が
１
３
１
億
５
，２
４
７
万

７
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
10
億
５
，０
２
１
万
９
千
円
の
減
（
７
．４
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
く
ら
べ
て
12
億
２
，３
０
３
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、
普
通
交

付
税
が
、
町
村
合
併
に
よ
る
特
別
な
加

算
額
の
縮
減
や
交
付
税
で
手
当
て
さ
れ

る
町
債
の
償
還
の
一
部
終
了
な
ど
に
よ

り
６
億
５
，４
７
５
万
３
千
円
の
減

（
11
．７
％
減
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
あ

さ
ひ
保
育
所
）
や
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー

の
建
設
完
了
に
よ
り
、
町
債
が
６
億

４
，９
４
０
万
円
の
減
（
42
．３
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
く
ら
べ
て
10
億
５
，０
２
１
万
９
千

円
減
少
し
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、
普

通
建
設
事
業
費
が
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

の
自
然
文
学
資
料
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
改

修
や
小
・
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備

の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年

度
の
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
あ
さ
ひ

保
育
所
）
や
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の

建
設
完
了
に
よ
る
減
少
額
が
大
き
く
、

３
億
７
，５
０
４
万
円
の
減（
16
．０
％

減
）
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
が
、
町
債
の
現
在
高

を
着
実
に
減
少
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
５
億
７
，６
３
６
万
３
千
円
の
減

（
29
．０
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
・
歳
入
決
算
の
状
況

一
般
会
計
・
歳
出
決
算
の
状
況

（単位：千円）

区　　分　

　会　　計　

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）（A） 対前年度比
（%） （B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 13,974,829 ▲ 8.0 13,152,477 ▲ 7.4 822,352

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,581,692 ▲ 2.4 2,572,421 ▲ 2.3 9,271

介 護 保 険 事 業 2,313,541 ▲ 1.4 2,268,453 ▲ 2.0 45,088

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 233,562 2.6 228,639 1.3 4,923

簡 易 水 道 事 業 441,918 ▲ 5.8 435,607 ▲ 6.1 6,311

公 共 下 水 道 事 業 631,576 ▲ 24.3 625,152 ▲ 24.5 6,424

集 落 排 水 事 業 361,003 0.9 354,770 0.7 6,233

温 泉 事 業 18,925 12.5 15,989 6.3 2,936

農林漁業体験実習館事業 27,059 0.8 27,059 0.8 0

土 地 区 画 整 理 事 業 150,697 936.9 139,118 857.3 11,579

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 269,450 0.2 255,805 ▲ 2.1 13,645

資本的収支 24,193 25.9 169,276 8.0 ▲ 145,083

国民健康保
険病院事業

収益的収支 320,631 2.5 314,509 ▲ 1.5 6,122

資本的収支 42,004 ▲ 83.6 127,032 ▲ 64.1 ▲ 85,028

合　　　　　計 21,391,080 ▲ 7.0 20,686,307 ▲ 6.7 704,773

歳  入
139億7,482万9千円

一般会計

町税
24億6,206万6千円
（17.6%）

自主財源
46億9,427万7千円
（33.6%）

依存財源
92億8,055万2千円
（66.4%）

地方交付税
57億7,281万1千円
（41.3%）

繰越金
9億9,516万4千円（7.1%）

分担金及び負担金
2億8,264万8千円（2.0%）

繰入金
4億9,182万9千円（3.5%）

諸収入
1億9,007万4千円（1.4%）

使用料及び手数料
8,392万4千円（0.6%）

財産収入  1億983万円（0.8%）

寄附金  7,874万2千円（0.6%）

地方譲与税
1億1,307万2千円（0.8%）

地方消費税交付金
3億6,699万3千円（2.6%）

交通安全対策特別交付金
180万2千円（0.0%） 
株式等譲渡所得割交付金
589万9千円（0.0%）
配当割交付金
984万4千円（0.1%）
利子割交付金
347万2千円（0.0%） 
地方特例交付金
605万2千円（0.1%） 
自動車取得税交付金
2,539万5千円（0.2%） 

国庫支出金
9億4,283万2千円
（6.8%）県支出金

11億4,788万円
（8.2%）

町債
8億8,450万0千円
（6.3%）

歳  出
131億5,247万7千円

一般会計

［性質別］

人件費
18億8,664万2千円
（14.3%）

扶助費
19億3,352万円
（14.7%）

公債費
14億1,379万2千円
（10.8%）

義務的経費
52億3,395万4千円
（39.8％）

投資的経費
19億7,768万8千円
（15.0％）

その他の経費
59億4,083万5千円
（45.2％）

補助費等
20億5万円
（15.2%）

繰出金
15億6,177万2千円
（11.9%）

普通建設事業費
19億7,368万8千円
（15.0%）

物件費
15億9,193万7千円
（12.1%）

災害復旧費
400万円（0.0%）

維持補修費
1億8,718万8千円
（1.4%）

積立金
5億5,828万8千円
（4.3%）

貸付金
4,160万円（0.3%）

（　）構成比

※決算額の千円未満を四捨五入しています。

●
防
災
行
政
無
線
の
整
備

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
迅
速
か
つ
正
確
に
受
信
で
き
る
よ

う
、
宮
崎
地
区
の
世
帯
を
中
心
に
戸
別

受
信
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

1
億
１
，０
３
７
万
6
千
円

●
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
の
推
進

　

利
用
者
が
安
心
・
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
を
確
保
す
る
た
め
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
道
の
改
良
、

維
持
補
修
、
消
雪
設
備
の
整
備
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。	

3
億
７
，６
９
７
万
円

●
定
住
促
進
に
向
け
た　
　
　
　

　
受
け
皿
づ
く
り

　
町
内
で
の
居
住
体
験
を
通
じ
て
町
外

か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
2
か

所
目
と
な
る
移
住
・
二
地
域
居
住
体
験

施
設
「
ラ
フ
ー
ラ
」（
小
曽
原
区
）
を
整

備
し
ま
し
た
。	

６
９
６
万
1
千
円

●
求
職
者
支
援
事
業
の
推
進

　
就
職
に
よ
る
町
外
へ
の
人
口
流
出
を

抑
え
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
や
地

元
大
学
等
卒
業
生
の
町
内
で
の
就
職
に

対
し
支
援
し
ま
し
た
。１

５
３
万
4
千
円

●
漁
業
の
担
い
手
の
育
成

　

平
成
27
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
越
前

が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
再
整
備
が
完
了

し
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
担

い
手
育
成
と
「
越
前
が
に
」
の
調
査
研

究
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

１
億
９
，６
０
９
万
5
千
円

●
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備

　
織
田
小
学
校
、
朝
日
・
宮
崎
・
越
前
中

学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備
し
ま

し
た
。
通
常
時
は
学
校
の
電
力
源
と
し

て
運
用
し
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し

快
適
で
安
全
に
住
め
る
　

ま
ち
づ
く
り

●
高
齢
者
福
祉
施
設
の
充
実

　

宮
崎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ホ

タ
ル
荘
」
で
、
老
朽
化
設
備
の
更
新
や

利
用
者
の
利
便
性
に
対
応
し
た
入
浴
設

備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

３
，７
１
７
万
円

●
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　
わ
か
り
や
す
い
授
業
に
よ
り
児
童
の

学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
附
金
を
活
用
し
、
全
小
学

校
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
算
数
）
を
導

入
し
ま
し
た
。	

３
１
７
万
５
千
円

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
、
旧
宮
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
解
体
や
用
地
購
入
、
建
設
に
必
要
な
測

量
や
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

９
，１
７
７
万
4
千
円

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち
　

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

て
の
電
力
を
供
給
し
ま
す
。

1
億
１
，０
６
５
万
4
千
円

●
観
光
資
源
の
魅
力
向
上

　

観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め
、「
越
前

水
仙
・
越
前
海
岸
の
絶
景
・
夕
日
」
が
の

ぞ
め
る
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
の
自
然
文

学
資
料
館
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
改
修
し
ま

し
た
。	

１
億
１
，９
９
３
万
3
千
円

●
情
報
媒
体
の
充
実

　

町
の
行
政
情
報
を
誰
も
が
障
害
な

く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
改
し
ま
し
た
。

	

１
，１
３
４
万
円

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る
　

ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
に
開
か
れ
た
　
　
　
　

健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

▲ゆったりと生活体験ができる空間
　（ラフーラ 1階ダイニングスペース）

▲児童が授業に取り組みやすいよう、
デジタルを活用した算数教材を整備

▲越前がにを映像で学ぶことができる
マルチシアター

▲グラウンドに整備された太陽光
 発電システム（写真は越前中学校

グラウンド）

▲絶景と料理を堪能できるレストラン
にリニューアル（ガレットカフェ
H
ヘ イ ズ
AZE）
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e 特  集

わたしたちの予算が
「まちづくり」のためにどの
ように使われた（決算）かを報告します。わたしたちの「越前町」の決算報告平成

２8年度



　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
、
比

率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
越
前
町
の

平
成
28
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
比
率
が
基
準

を
下
回
り
、
財
政
は
「
健
全
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成28年度決算の越前町の財政指標

財政指標区分 越前町 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.67% 20.0%

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.67% 30.0%

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0% ―

実質公債費比率 9.1% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 1.9% 350.0% ―

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

平
成
28
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
は
、
町
債（
借
金
）の
返

済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模
（
※
）に
占
め
る
割
合
で

す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、
一
般
会
計
だ
け

で
な
く
、
上
下
水
道・病
院
の
公
営
企
業
会
計
、
ご

み・し
尿
処
理
や
消
防
の
業
務
を
行
う
一
部
事
務
組

合
に
対
す
る
町
か
ら
の
負
担
金
の
う
ち
、
団
体
の

借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
に

対
す
る
借
金
に
関
係
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返
済
や

金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、
事
業
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
28
年

度
決
算
で
は
９
．１
％
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成

18
年
度
と
比
べ
15
．７
ポ
イ
ン
ト
、
前
年
度
と
比
べ

１
．４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

（
※
）	町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通
常

の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、
将
来
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担
は
、
次
の
も
の

な
ど
の
合
計
で
す
。

◦
町
債
（
借
金
）
の
残
高

◦
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
ご
み

処
理
・
消
防
の
業
務
を
行
う
一
部
事
務
組
合

の
借
金
の
返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の

負
担
見
込
額

◦
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
28
年

度
決
算
で
は
１
．９
％
と
な
り
、
平
成
19
年
度

と
比
べ
１
４
９
．５
ポ
イ
ン
ト
、
前
年
度
と
比

べ
３
．２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
主
な
補
正
内
容
】

▪
小
樟
区
の
海
岸
に
設
置
し
て
あ
る
ブ

ロ
ー
ホ
ー
ル
波
力
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、

さ
ら
に
効
率
的
な
発
電
を
行
う
た
め

の
改
良
に
伴
う
経
費
を
計
上

	

（
９
，０
６
９
万
８
千
円
）

▪
本
庁
舎
の
整
備
に
必
要
な
工
事
設
計

業
務
委
託
料
を
計
上

	

（
７
，４
５
２
万
円
）

▪
お
も
て
な
し
商
業
エ
リ
ア
に
お
け
る

店
舗
改
修
補
助
金
や
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
導
入
補

助
金
を
計
上	

（
４
６
０
万
円
）

実
質
公
債
費
比
率
は 

９
．１
％

将
来
負
担
比
率
は
1
．9
％

平成29年度9月補正予算の概要

※病院事業会計の補正は、ありません。

予算規模
補正前予算額 補正額 補正後予算額

一般
会計 132億2,004万2千円 3億1,300万6千円 135億3,304万8千円

特別
会計 66億3,504万3千円 6,934万6千円 67億438万9千円

事業会計
（上水道） 4億1,059万8千円 260万円 4億1,319万8千円

合　計 202億6,568万3千円 3億8,495万2千円 206億5,063万5千円

越前かに太郎の家計簿
2ページの「平成28年度一般会計決算の歳入額と歳出額（性質別）」を
1,000分の1にし、「越前かに太郎」の1年間の家計に置き換えてみました。収　入 支　出

①給料	 246万円
・	町税（町民税や固定資産税など、みなさんから納められた税金）

①生活費	 548万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に必要なお金）
・物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 49万円
・	繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・
企業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金	 141万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに必要なお金）

⑤修繕費	 19万円
・維持補修費（町の施設の修繕に必要なお金）

⑦貯金	 56万円
・積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金	 99万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や車の購入費	 198万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大規模な設
備の購入に必要なお金）

・災害復旧費

小計（A）　※自主財源	 469万円

小計（B）　※依存財源	 928万円

収入合計	（A）＋（B）	 1	,397万円 支出合計	 1,315万円

②財産・臨時収入	 75万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費	 193万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに必要なお金）

⑤支援金	 840万円
・地方交付税（国から交付されるお金）
・国 ･県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実施に
対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 156万円
・繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑥借入れ	 88万円
・町債（銀行などからの借金）

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
年
度
末
現
在
高
の
推
移

（百万円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 （年度末）平成24年度
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000 36,511

7,009 5,736 4,692 4,492 4,732 4,513 4,965 5,291 5,446 6,212 6,825

35,461 33,099 32,061 30,354 28,104 26,075 24,618

22,544 21,211 19,996
6,935

18,627

町債現在高 基金現在高

ピーク時から約179億円の減

　

平
成
28
年
度
末
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
町
債（
借

金
）の
現
在
高
は
１
８
６
億

２
，７
３
２
万
９
千
円
で
前

年
度
よ
り
13
億
６
，８
２
３
万

４
千
円
の
減
少
、基
金（
貯
金
）

の
現
在
高
は
69
億
３
，４
８
７

万
円
で
前
年
度
よ
り
1
億

１
，０
０
５
万
９
千
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
の
発
行
（
借
金
）
は
、

元
利
償
還
金
（
返
済
金
）
を

上
回
ら
な
い
よ
う
、
計
画
的

に
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

町
債
現
在
高
を
着
実
に
減
少

さ
せ
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
金
は
、
地
方
財

政
法
に
基
づ
き
、
前
年
度
の

余
剰
金
の
半
分
を
積
み
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
実

施
や
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ

る
、
将
来
的
な
財
政
負
担
に

備
え
て
い
ま
す
。

町民1人あたり現在高

町債（借金）	約84万円

基金（貯金）	約31万円
※それぞれの現在高を、平成28年度末の

越前町の住民基本台帳人口22,258人で
割って算出しています。
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